































































































ている。 しか し、金属の清浄表面やアルカリ金属原子の吸着 している表面での散乱過程においては、放
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出される電子の運動エネルギー分布は且♂ のスピソ状態に殆 ど依存しないことが実験的に見出されている。6'
このよ うな実験結果に説明を与え るため、表面での散乱過程 における準安定原子のス ピソ状態 の変化を
調べ る:方法が幾つか考 えられているが、8}こでは手始めに、金属表面での散乱過程 における荷電粒子
のスピソ偏極の振舞について、次の耳amiltonianで記述 され るmodelの枠内で考えてみたい。
ヌ≠=Σε々 o》σoσ々十εα(のΣo物σoσ十 Σ〔1rα海(のo+ασo商σ十h.c.〕十σ(のo勉↑oα↑o勉↓cα↓(1)
鳶σ σ 鳶 σ
第1項 は金属の伝導電子の運動エネルギー、第2項 は荷電粒子に局在 した軌道にある電子のエネルギー、
第3項 は荷電粒子に局在 した軌道 と伝導電子の状態間の電子のとび移 り、第4項 は荷電粒子上の2電 子
間に働 くクー ロソ相互作用を表す。荷電粒子のイオソ化エネルギーおよび電子親和力がそれぞれ一εα(の,
一 〔εσ(診)十こ7(ご)〕で与え られ ると考えてよい。εα(の,ひ④,γ αゐ(のはもともと金属表面からみた荷
電粒子の位置に依存 しているが、荷電粒子があらか じめ定められた古典軌道にそって運動すると仮定 し
ているために、時間'に あらわに依存することになる。 このH自milton並mで記述されるmoddはtime-depend㎝t
Newns-AndersonmodeP)と呼ばれている。時刻 渉で荷電粒 子が負イオン、 σス ピソ電子をもつ中性
原子、正イオソになっている確率は、それぞれ1一②=〈%σ↑㊥ 物↓② 〉,為⑦=〈 πασ①(1一勘_σ(診))〉,
1章)=〈(1一物↑(の)(1一πα↓(の)〉で与え られる(πασ(ε)=o勧(≠)oασ('))。1一¢),1駅 の,1+(の
を求め るためにHeisenbergの運動方程式をたて る。そ して運動方程式の中に現れるオージェ過程 工o'を
表すと考え られ る項を切断近似で扱 うと、10σ(のに対 して次の方程式が与えられ る。
番1%① 一一2△ ¢)蝋 の+△(6)1一¢)+△(渉)1・(法)一2㎞[G.,。ω 一G.,一。ω],(2)
G。,。(の=1㌦,。(ちの+∫ △(')〈翫,。(の〉/2(α=±)〈3)
ここで鋸 の講 電チは鞠(・ 一・・燃 平衡状態にあ り・その状態臨 ・一輝 ・(・一・・)は憶
協 ・(・)の融 存性はないと した(△(・)一・多ly・・(釧2δ(・一・・))・また・一+(一)のときく衡 ・・(の〉
=〈πα一。(の〉(1一 く吻 一σ(診)〉)であ り、1㌦,。(渉,〆)は次 の 方 程 式 を 満 た して い る 。
凡 ・・(・ト … 囎 ω 醐 菰・幽 の く…(・)離 ・・油 雌 の 〕
一απ爆 一 の`・礁 ・…(診2)鵬)卿 卜・亡 ・(ち)…]・
済{1ア辱β,_σ(参1,62)一恥(ち,ち)醐 一・∫2[・礁)+σ(ち)]・ち)}
+・・∫曳(・ ・)∫1野幽 の ∫;1あ・…(ち艶 ・(・1・ち)妬(・・の ・






す。1'(の、ハ(の に対 して も同様 の方程












し、時刻'=0で 荷電粒子 と金属表 面と



















































































8)例 え ば 、K。MakoshiandA.YQshimori,日本 物 理 学 会 第43回年 会(1988年,日 大),ICM88(1988年,
パ リ)
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